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海
外
編

現
場
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
空
に
一
礼
し
、

吹
き
流
し
を
立
て
る
。

こ
れ
を
立
て
る
と
「
い
よ
い
よ
フ
ラ
イ
ト
だ
」
と

気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
。

こ
の
土
地
に
は
、
ど
ん
な
風
が
吹
い
て
い
る
の
か
。

い
つ
、
風
は
終
息
す
る
の
か
。

相
棒
は
正
直
に
教
え
て
く
れ
る
。

離
陸
時
は
、
飛
行
に
適
切
な
風
か
ど
う
か
を
無
言
で
伝
え
て
く
れ
る
。

飛
行
中
は
、
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

帰
る
場
所
を
示
し
続
け
て
く
れ
る
。

そ
し
て
、
相
棒
が
示
す
向
か
い
風
を
受
け
、
着
陸
す
る
。

相
棒
は
撮
影
行
が
終
わ
る
ま
で
、
昼
夜
問
わ
ず
立
ち
続
け
る
。

撮
影
地
を
去
る
と
き
、

東
西
南
北
の
空
に
最
敬
礼
の
後
、
大
地
よ
り
引
き
抜
く
。

空
旅
の
要
。

モンゴル　カラコルムの草原。モンゴルは乾燥し、毎日毎日、
空は高い。その結果、放射冷却がすさまじい。日中の気温は40
度を超え、夜は10度まで下がる。これは、上昇気流が発生しや
すい条件だ。強烈な上昇気流を上空で捕まえれば、エンジンの
力を借りずとも、飛べるぐらいである。
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